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国
が
国
保
料
値
上
げ
圧
力 

 

ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
で
自
治
体
を
誘
導 

 

地
方
自
治
体
を
生
活
守
る
防
波
堤
に 

公
費
繰
入
金
の 

削
減
・
解
消
を
進
め
る
と
ア
メ 

削
減
・
解
消
を
進
め
な
い
と
ム
チ 

      

い
ま
で
も
高
す
ぎ
る
国
民
健
康
保

険
料
・
税
の
問
題
で
、
国
が
自
治
体
に

大
幅
・
連
続
値
上
げ
を
迫
る
“
圧
力
”

を
強
め
て
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省
は
、

国
保
料
の
値
上
げ
を
抑
え
た
り
、
引
き

下
げ
た
り
す
る
た
め
に
一
般
会
計
か

ら
国
保
特
別
会
計
に
独
自
に
公
費
繰

り
入
れ
を
行
う
市
区
町
村
に
対
し
、
国

か
ら
の
予
算
を
減
ら
す
ペ
ナ
ル
テ
ィ

ー
措
置
を
２
０
２
０
年
度
か
ら
導
入

す
る
方
針
で
す
。 

高
額
負
担
に
苦
し
む
住
民
生
活
を

無
視
し
た
、
公
費
削
減
あ
り
き
の
姿
勢

を
露
骨
に
示
し
た
も
の
で
す
。 

 

ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
措
置
を
新
た
に
設

け
る
の
は
、
国
保
の
「
保
険
者
努
力
支

援
制
度
」
に
よ
り
国
が
出
す
交
付
金
で

す
。
国
保
財
政
の
運
営
責
任
を
市
区
町

村
か
ら
都
道
府
県
に
移
し
、
大
幅
・
連

続
値
上
げ
を
迫
る
仕
掛
け
＝
「
国
保
の

都
道
府
県
化
」
に
合
わ
せ
、
１８
年
度
に

創
設
さ
れ
ま
し
た
。
市
区
町
村
分
と
都

道
府
県
分
と
で
そ
れ
ぞ
れ
年
５
０
０

億
円
ほ
ど
の
規
模
で
す
。 

          

同
制
度
は
、
都
道
府
県
と
市
区
町
村

の
国
保
行
政
を
国
が
採
点
し
、
“
成
績

が
良
い
”
自
治
体
に
交
付
金
を
増
や

す
仕
組
み
で
す
。
採
点
項
目
に
は
、
市

区
町
村
独
自
の
公
費
繰
入
金
を
減
ら

す
よ
う
都
道
府
県
が
“
指
導
”
し
た

場
合
に
、
都
道
府
県
分
の
交
付
金
を
増

や
す
こ
と
な
ど
を
盛
り
込
ん
で
お
り
、

繰
入
金
の
削
減
に
よ
る
国
保
料
値
上

げ
を
誘
導
し
か
ね
な
い
こ
と
が
問
題

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

２０
年
度
は
さ
ら
に
、
支
援
制
度
の

「
配
点
の
メ
リ
ハ
リ
を
強
化
」
し
ま
す
。

市
区
町
村
に
も
、
公
費
繰
入
金
の
削

減
・
解
消
の
取
り
組
み
を
進
め
れ
ば
交

付
金
を
増
や
す
“
ア
メ
”
を
用
意
す

る
う
え
、
削
減
・
解
消
の
取
り
組
み
を

進
め
な
い
と
交
付
金
を
減
額
す
る

“
ム
チ
”
を
市
区
町
村
と
都
道
府
県

の
双
方
に
設
け
ま
す
。 

                 

【
資
料
：
赤
旗
よ
り
】 

    

市
区
町
村
が
国
保
料
・
税
の
独
自
軽

減
の
た
め
に
行
う
公
費
繰
り
入
れ
に

ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
措
置
が
導
入
さ
れ
て

も
、
厚
労
省
が
国
会
答
弁
し
て
き
た
よ

う
に
、
公
費
繰
り
入
れ
が
「
自
治
体
の

判
断
」
で
あ
る
こ
と
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。 

 

さ
ら
に
、
厚
労
省
は
、
国
保
料
負
担

を
全
面
的
に
抑
え
る
公
費
繰
入
金
は

「
赤
字
」
だ
と
し
て
「
削
減
・
解
消
」

を
迫
る
一
方
、
自
治
体
が
条
例
を
通
じ

て
行
う
、
被
災
者
、
子
ど
も
、
生
活
困

窮
者
な
ど
の
国
保
料
の
独
自
減
免
に

充
て
る
公
費
繰
入
金
は
「
赤
字
」
に
分

類
せ
ず
、
２０
年
度
以
後
も
ペ
ナ
ル
テ
ィ

ー
の
対
象
外
と
し
て
い
く
方
針
で
す
。

こ
の
間
、
各
地
で
こ
の
“
赤
字
に
な
ら

な
い
繰
入
金
”
（
決
算
補
て
ん
等
目
的

以
外
の
繰
入
金
）
を
活
用
し
た
取
り
組

み
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。 

 

子
ど
も
の
国
保
料
均
等
割
部
分
に

つ
い
て
、
１８
年
度
か
ら
は
▽
東
京
都
清

瀬
市
は
第
２
子
以
降
を
最
大
５
割
減

額
▽
同
昭
島
市
は
第
２
子
を
５
割
減

額
。
３
子
以
降
９
割
減
額
▽
埼
玉
県
富

士
見
市
は
第
３
子
以
降
を
全
額
免
除

―
な
ど
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
（
対
象
年

齢
や
所
得
制
限
の
有
無
で
差
が
あ
り

ま
す
）
。
国
の
悪
政
言
い
な
り
で
は
な

く
、
住
民
生
活
を
守
る
防
波
堤
と
な
る

か
ど
う
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。 
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